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1 まえがき 

重量選別機は，主に食品・薬品向けの製造ラインにおいて，生

産される商品の質量を全数測定し，質量の過不足による不良品を

後段の選別部によりライン外に排除する検査装置である。導入目

的は，商品の量目・欠品チェックによる選別から充填ロスの最小化

を目的とした充填機へのフィードバック制御など多岐にわたる。当

社では 1964 年以来，時代のニーズに合わせた重量選別機を市場

投入し，国内市場を中心に広く使用されてきた。

近年では人手不足による人件費の高騰や働き方改革による労働

時間の短縮などを背景に，製造ラインの生産性向上が求められて

いる。例えば，個包装菓子や医薬品の製造ラインで使用される最

新の包装機の能力は 800 個/min を超えている。周辺装置も包装

機の高能力に追従することを求められている。また製造ラインの稼

働率も高まっており，24 時間稼働のラインも増加している。高い稼

働率を実現するために，長時間稼働でも壊れない装置，短いダウ

ンタイムでメンテナンス可能な装置の需要はますます高まっている。

加えて，原材料の価格高騰を受けた歩留まり改善や不良品排出に

よるロスの削減に向けた高精度な計量も求められている。

これらの市場動向に対応するため，50 年以上にわたり獲得して

きたダイナミック計量技術の集大成として，第 9 世代となる AW9 シ

リーズ重量選別機のフラグシップモデルを開発した（図 1）。最大選

別能力 1000 個/min，最高選別精度 3±0.006 g を実現し，超高

速生産ラインに対応する。また，高い清掃性や信頼性を実現する

構造とし，ダウンタイムの短縮によって生産性向上に貢献する。本

稿では，その技術的アプローチを紹介する。

図 1 AW9 シリーズ重量選別機の外観 

2 AW9 シリーズ重量選別機の基本構成と動作原理 

2.1 装置の基本構成 

重量選別機は図 2 のように，助走部，秤量部，選別部の 3 つの

ベルトコンベアとはかりにより構成される。はかりは，秤量部のベルト

コンベアの下に配置される。

2.2 秤量部（はかり） 

はかりは，計量品の荷重を重量値に変換するユニットである。本

開発では，高速計量に対応したフォースバランス方式はかりを開発

した。

2.3 コンベア 

搬送部は，秤量部，助走部，選別部の 3 つのベルトコンベアで

構成される。秤量部では，計量時に 1 つの計量品のみが安定して

乗っている必要があるため，助走部は計量品の搬送間隔を整え，

秤量部のコンベアへ等速で計量品を投入する機能を持つ。

次世代シリーズ重量選別機 フラグシップモデルの開発

安齋裕貴 Hirotaka Anzai，山田健太 Kenta Yamada，岡村知広 Tomohiro Okamura，野口雄介 Yusuke Noguchi， 

須佐 翼  Tsubasa Susa，久保田純 Jun Kubota，山崎俊明 Toshiaki Yamazaki 

［要  旨］ 業界最高となる選別能力 1000 個/min，最高精度 3±0.006 g の重量選別機を開発した。この超高速計量の

実現には，応答性向上が課題であった。課題を解決するため，新たなフィルタ処理，ディジタルフィードバック

制御を搭載したフォースバランス方式はかりを開発し，コンベアは重心最適化を行った。また，乗り継ぎ性向上

のため，5 の小径ローラを採用した。架台について，外乱振動の影響を低減するため，秤台座部を独立させた

構造，トラス構造とすることで，従来機比の 1.75 倍の高い固有振動数を実現した。選別部には，選別タイミング

補正機能を搭載し，搬送の乱れに起因する選別不良の頻度を低減し，歩留まりを改善した。

22



アンリツテクニカル No. 99 Mar. 2024       (2) 次世代シリーズ重量選別機 フラグシップモデルの開発 

2.4 選別部 

選別部は，検査結果に応じて良品と不良品を振り分けるユニット

である。本機では，エアージェット方式を採用し，選別方向は 2 また

は 3 方向に対応した。 

2.5 操作部 

操作部は，重量測定値，判定結果，統計データ等の表示とパラ

メータの設定を行う。視認性の高い 15 インチカラー液晶タッチパネ

ルを採用した。また，回転，チルト機構を設け，使用状況に応じて，

角度調整できる。 

 

図 2 AW9 シリーズ重量選別機の構成 

2.6 基本動作原理 1) 

重量選別機の基本動作原理を図 3 に示す。 

前段装置から搬送される計量品を助走コンベアと秤量コンベア

の間に配置されている計量品測定用センサーにて検知し，重量が

安定するまでの一定時間後に測定を行う。その測定結果とあらかじ

め設定されたリミット値に基づき良品か否かの判定を行い，不良品

の場合は選別部にて排除する。 

 

図 3 基本動作原理 

3 開発方針 

本開発では，市場要求に対し下記を重点課題として取り組んだ。 

（1） 超高速計量，高精度 

・ 従来機の最高選別能力 600 個/min から 1000 個/min

に向上 

・ 最高精度 3±0.006 g の実現 

・ 高速計量に対応した確実な選別 

・ 外乱振動による精度悪化の改善 

（2） ダウンタイムの短縮 

・ 清掃性，水の飛沫を考慮した防水等級 IP54 の実現 

・ ソリッド材，全周溶接を使用したサニタリー性向上 

・ 機構部品の高寿命部品の採用 

・ 工具レス着脱 

（3） 操作性向上 

・ 操作画面を大型化し視認性，操作性を向上 

4 開発のポイントと実現手段 

4.1 超高速計量，高精度の実現 

図 4 に計量品を複数回流した際のはかり波形を示す。従来機で

は，約 1.5 g の測定ばらつきがあったのに対し，AW9 シリーズでは，

0.4 g までばらつきを低減しており，より高精度な測定を実現した。

本項では，この超高速計量，高精度を実現した技術，新たなフォー

スバランス式はかりとコンベアの開発について紹介する。 
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図 4 測定値ばらつきの比較 

4.1.1 はかりの応答性向上 

従来機のフィルタ処理では，600 個/min を超える超高速計量に

おいて遅延時間が長く，正しい計量が困難であった。本機では，は

かりに搭載するアナログフィルタの段数を 1 段減らし，カットオフ周

波数は超高速計量に最適な設計を図った。これにより，遅延時間

は従来機比で 24%短くなり，超高速計量を実現した（図 5）。ディジ

タルフィルタの窓関数も種類を増やし，計量品やベルト速度等の条

件に応じて，最適な計量となるよう，自動で選択されるものとし，高

い計量精度を実現した。 

 

図 5 ステップ入力に対する応答性の比較 

また，はかりのフィードバック制御は，計量品や搬送条件，搭載

する秤量コンベア等によってパラメータを変更することで高精度な

計量を実現できる。しかしながら，従来機の制御はアナログ回路で

構成されており，パラメータの微調整ができず，条件に応じた最適

値ではなく，一意の値となっていた。本機では，ディジタル回路を

採用し，基板の実装面積は従来と同等で，パラメータ調整範囲は

約 300 倍，分解能は約 9000 倍へ拡張した。上記により，種々の条

件に合わせた設定が可能となり，最適な制御を実現した（図 6）。 

 

図 6 最適なフィードバック制御 

4.1.2 コンベアの重心最適と軽量化による応答性向上 

上述のフィードバック制御パラメータでコンベアごとの最適調整

はできるが，さらに応答性を高めるには，はかりへ偏荷重がかから

ぬよう，秤量コンベアの重心位置は，はかり中心に近いことが望まし

い。本機では，秤量コンベアが前後段装置との乗り継ぎに起因した

配置制約を受けないよう，秤量コンベアの前後段に助走/選別コン

ベアを標準搭載することで，コンベア重心位置がはかり中心に近づ

く構造とした（図 7）。また，重心位置の他，コンベアが軽量であるこ

とも応答性向上に有効であり，従来機比で最大 22%の軽量化を実

現した。小さな計量品に特化したベルト幅 70 mm，コンベア長 100 

mm の小型コンベアも新たにラインナップした。 

 
(a) 従来機（コンベア長150 mm） 

 
(b) AW9シリーズ（コンベア長100 mm） 

図 7 秤量コンベア 

4.1.3 ローラ小径化による乗り継ぎ性，コンベア振動改善 

計量品が助走コンベアから秤量コンベアに乗り継ぐとき，姿勢の

乱れによる測定タイミングのずれや計量品が跳ねる等による振動は

安定計量の妨げとなる。これらの影響は特に搬送速度が速いほど，

顕著に表れる。この改善には，ローラ間距離をなるべく近づけること

が重要となる。本機では，乗り継ぎ部分のローラ径を従来機の18 

mm から5 mm へと小径化した（図 8）。これにより，1000 個/min

の超高速計量においてもコンベア間の乗り継ぎ時の搬送姿勢が安

定し，高精度な測定を実現した。さらに，安定性の悪い背高の計量

品でも高精度な測定が可能である。 

(a) 従来機 (b) AW9シリーズ 

(a) 従来機 (b) AW9シリーズ 

重心位置 

重心位置 
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図 8 助走部-秤量部間のローラ距離 

また，秤量コンベアは稼働しているだけでも，ローラやベルトの回

転によるコンベア振動が発生し，測定にばらつきが生じる。ローラの

小径化により，同じ搬送速度でコンベアを稼働させた場合，ローラ

の回転周波数は高くなる。前述したはかりのフィルタ処理の減衰効

果は高周波数であるほど高まる。そのため，コンベア振動による測

定ばらつきは従来機比で最大 45%改善した（図 9）。 

 

図 9 コンベア振動による測定値ばらつき 

4.2 エアージェット選別と選別タイミング補正機能 

4.2.1 エアージェット選別による測定値への影響 

重量選別機においてエアージェット方式を採用する場合，エ

アー吹き付け時の風や圧力変化による測定値への影響が課題とな

る。エアーノズルの取り付け角度や秤量部との距離によって影響量

が変化することがわかっており，これらの影響因子を最適な組み合

わせにすることで高速選別と高精度計量を両立している（図 10）。 

 

図 10 エアー吹き付け時の秤量部の測定値ばらつき 

4.2.2 選別タイミング補正機能 

コンベア搬送では，搬送速度が速いほど，計量品の搬送姿勢や

搬送間隔が乱れる。搬送姿勢や間隔が乱れると，センサーで計量

品を検知してから選別稼働部に到達するまでの時間にばらつきが

発生し，正しく選別できない。従来機では，選別確認機能などを用

いて選別不良として系外排出を行っており，歩留まりを悪化させて

いる。 

本機では，コンベア設計による乗り継ぎ改善に加えて，選別タイ

ミング補正機能を搭載した（図 11）。 

 

図 11 選別タイミング補正用センサー 

選別部に設けた選別タイミング補正用センサーが計量品を検知

し，選別補正用センサーと選別稼働部までの距離から残り時間を

算出する。算出した時間で選別動作までの残り時間を更新すること

で，選別補正用センサーから一定のタイミングで選別動作を実施

する（図 12）。本機能により，搬送の乱れによって発生する選別不

良の系外排出を低減し，歩留まりを改善する。 

(a) 従来機 

(b) AW9シリーズ 
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図 12 選別タイミング補正動作 

4.3 外乱振動への対応 

振動は，はかりの正確な計量に大きな障害となる。生産ラインで

は床を通して伝わる周辺装置の振動や，架台を通して伝わる装置

上の助走/選別コンベアなどの振動があり，完全に無くすことはでき

ない。本機では，はかりを取り付ける秤台座部を独立させた構造と

することで，振動源から秤へ伝播する振動量を低減させた。また，

秤台座部をトラス構造とすることにより，X，Y，Z 方向すべての剛性

を高めて，はかりの応用性やフィルタ減衰効果を向上させている。

図 13(a)に応答解析結果を示す。固有振動数は従来機比で，

1.75 倍の向上，はかり台座部の変位も 42%低減させた。 

 

図 13 架台の応答解析結果およびコンター図 

4.4 ダウンタイムの短縮 

本機では，ダウンタイム短縮を目的として，サニタリー性向上によ

る清掃時間の短縮と，主にコンベア駆動部品の耐久性向上による部

品交換回数の削減に取り組んだ。特に清掃性については，表 1 に

示すようなサニタリー性の観点を意識した。本項で詳しく紹介する。 

表 1 サニタリー要件の例 

要  件 

微生物増殖が最小限に抑制されていること。 

水溜りのない自己排水性があること。 

清掃の容易性および清掃部の着脱性があること。 

食品への接触部は指定された材質であること。 

4.4.1 清掃性 

商品の破袋による汚れ等，日常的な清掃を考慮し，架台は，中

実部材を採用することにより，平らな面は極力少なく，接合部は全

周溶接とし，微生物の繁殖しにくい構造とした。また，コンベアは部

品同士の面接触部分を極力減らし，筐体や風防カバーは傾斜を持

たせ，水やほこりがたまりにくい構造にした。保護等級は IP54 に準

拠し，防塵と防滴に配慮した。 

4.4.2 機構部品の高寿命部品の採用 

製造ラインの生産性向上の要求より，1 日当たりのライン稼働時

間は増加している。そのため，駆動源のモータは従来よりも高出力

品を採用し，搬送動力の余裕度を高めることでモータ部の発熱量

を抑え，高寿命化を図った。また，計量品の質量や搬送条件に応

じて，出力の異なる 2 種類の駆動部をラインナップした。 

4.4.3 工具レス着脱 

コンベアの搬送ベルトの清掃が素早く行えるよう，今回新たに設

計した高速エアージェットおよび計量品ガイドは，クランプレバーや

ローレットネジで固定する構造とし，工具レスで取り外しや位置の移

動ができるようにした。また，コンベアのベルト受台は，コンベアフ

レームにキャッチクリップで固定し，搬送ベルトはローレットねじで張

力を加える構造とし，ベルト受台は清掃時にすべて工具レスで取り

外しや分解ができる（図 14）。 

 

図 14 工具レス着脱 

(b) 従来機 (c) AW9シリーズ 

(a) 解析結果 

ローレットネジ 

キャッチクリップ 
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4.5 操作性の向上 

機器の稼働状態，生産状況，およびエラーやアラームの有無を

瞬時に把握できるように，視認性の高い 15 インチカラー液晶タッチ

パネル操作画面を採用した。一部，操作画面を紹介する。 

（1） 統計表示画面 

統計表示画面では，総統計や良品統計など各種情報が確認で

きる。また，生産の開始時刻や総質量，平均値や標準偏差も確認

することができ，生産の状況を詳細に確認することが可能である

（図 15）。 

 

図 15 統計表示画面 

（2） 質量拡大表示画面 

質量拡大表示画面は，ユーザが遠くからでも質量値および良品/

不良品の判定が視認できるよう，配慮した画面である（図 16）。瞬

間の最大選別能力や能力上限値も確認できる。 

 

図 16 質量拡大表示画面 

（3） IO タイミング調整画面 

センサーの入力や選別出力，選別タイミングを確認できるように

し，品種ごとのタイミング調整などを容易とした。サンプリング時間は

1 ms/5 ms/10 ms などを選択できる（図 17）。 

 

図 17 IO タイミング調整画面 

（4） 選別タイミング補正の調整画面 

複数回，計量品を流すことによって選別タイミング補正に関連す

るパラメータを自動設定とした。これにより，選別タイミング補正機能

を容易に使用できる（図 18）。 

 

図 18 選別タイミング補正調整画面 

5 主要規格 

図 19 に装置寸法を，また，表 2 に本開発の重量選別機の主要

規格を示す。 

 

図 19 KWA7241APANN 外観図 
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6 むすび 

本開発において，高速計量に適したはかり，コンベアの開発を行

い，業界最高となる選別能力 1000 個/min，最高精度 3±0.006 g

を実現した AW9 シリーズ重量選別機のフラグシップモデルを開発

した。これにより食品・薬品製造ラインでの生産性向上と品質保証ソ

リューションに貢献できた。今後も，新たな顧客価値の創造に向け

て，本シリーズのラインナップ拡充を進め，開発していく所存である。 
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表 2 主要規格 

 

形名 

KWA7241AP■N△ KWA7242AP■N△ KWA7243AP■N△ KWA7244AP■N△ KWA7245AP■N△ 

■：A（高速エアージェット）/N（選別部なし） 

△：C（CE-Marking 仕様）/N（オプション規格なし） 

計量範囲 1.2～660 g 

表示目量 0.002 g 

最高選別能力 1000 個/min 900 個/min 720 個/min 540 個/min 400 個/min 

最高選別精度（3） ±0.006 g 

表示方式 15 インチカラーTFT 液晶 

操作方式 タッチパネル 

最大表示値 660.9 g 

品種数 200 品種 

選別段階 2（オプション：3） 

秤量コンベア長 100 mm 120 mm 150 mm 200 mm 270 mm 

計量品 

幅 20～70 mm 20～100 mm 

長さ 24～90 mm 24～100 mm 24～130 mm 24～180 mm 24～240 mm 

高さ 5～90 mm 5～100 mm 5～130 mm 5～180 mm 5～240 mm 

ベルト速度 110 m/min 132 m/min 165 m/min 180 m/min 

電源 AC100-120 V +10% 15%/AC200-240 V +10% 15%，単相 50/60 Hz 

消費電力 140 VA 

エアー源 0.5～0.9MPa 

質量 155 kg 

使用環境 
0～40℃（5℃/h 以下の変動） 

相対湿度 30～85％ ただし結露なきこと 

保護等級 IP54 

外装 ステンレススチール(SUS304) 

データ出力 USB ポート(USB2.0)/イーサネット IF(10BASE-T，100BASE-TX) 

公知 

29



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




